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A

B

C

Ⅰ-1　理念・基本方針

通番 評 価

1 A

Ⅰ-2　運営状況の把握

評 価

2 A

3 A

（１）理念・基本方針が確立・周知されている。

評価項目 講　評

②　運営課題を明確にし、具体的な取組を
進めている。

学童クラブ

詳　細　講　評

　　Ⅰ　福祉サービスの基本方針と組織

評価項目を実施しているが十分ではない

評価項目

①　理念・基本方針を確立・明文化し、職
員及び利用者等に周知している。

評価項目を実施している

評価項目を実施していない

評　価　基　準

（１）運営環境の変化等に適切に対応している。

①　事業運営を取り巻く環境と運営状況を
的確に把握・分析している。

法人は「子どもひとりひとりを大切に、その最善の利
益と望ましい未来を第一に考えて保育を行うこと、子
育て支援のパートナーとして保護者と連携し協力しな
がら、専門家として日々研鑽に努め、子育てに関する
有用な情報を提供する」ことを理念としています。保
護者には入所のしおりや室内掲示等で周知していま
す。

講　評

法人は保育園4園、小規模保育園1園、学童クラブ2
事業所の運営を現在行っています。当施設は民営化
されて2年目のため、安定した運営体制を模索中で
す。保護者には、子どもの日々の様子を電子お便り
帳を使って知らせています。小学校とは、副校長を窓
口として情報交換を行っています。
月に1回は7施設のリーダーが、法人本部と会議を行
い、それぞれの状況や課題を話し合い、情報の共有
や課題の解決法を検討しています。



Ⅰ-3　事業計画の策定

評 価

4 C

5 C

6 B

7 A

Ⅰ-4　福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組

評 価

8 A

9 B

②　事業計画を子どもや保護者等に周知
し、理解を促している。

評価項目

②　中・長期計画を踏まえた年度の計画を
策定している。

（２）事業計画が適切に策定されている。

①　事業計画の策定と実施状況の把握や
評価・見直しが組織的に行われ、職員が
理解している。

評価項目

（１）中・長期的な目標と計画が明確にされている。

①　３～５年の中・長期的な目標を明確に
した計画を策定している。

（１）質の向上に向けた取組が組織的・計画的に行われている。

①　サービスの質の向上に向けた取組が
組織的に行われ、機能している。

②　組織として取組むべき課題を明確に
し、計画的な改善策を実施している。

日常的なミーティングで職員間の情報共有を行い、
課題があった時には、その都度改善策を立て、改善
を図っています。
また、毎月行われている7施設のリーダーと本部の会
議では他施設からの情報やヒヤリハット事例、課題
等が話し合われ、共有できるようにしています。話し
合われた内容や共有すべき事項、各種マニュアル等
は、毎年職員ハンドブックとしてまとめられています。

講　評

講　評

市の「子どもプラン令和2年～7年」に沿って運営され
ていますが、現在、中・長期事業計画(3～5 年)の策
定は行っていません。委託事業は単年度ごとの更新
となっているため、単年度の事業計画が中心となって
事業が運営されています。

年間計画を作成する際には、基本となる考え方に
沿って、1年間を4期に分けて、毎月の定例活動や季
節のイベント等が計画されています。指導計画及び
育成計画はA３の用紙にまとめられており、基本方針
や指導目標、学童クラブのあり方から、毎月のスケ
ジュールや職員の視点、5項目からなる育成目標、配
慮事項が記載され職員にも周知しています。しかし、
評価や見直しの仕組みについては構築されていませ
ん。
保護者には、電子連絡帳で都度知らせています。



Ⅱ-1　管理者の責任とリーダーシップ

評 価

10 A

11 A

12 A

13 A

Ⅱ-2　福祉人材の確保・育成

評 価

14 A

15 A

　　Ⅱ　組織の運営管理

評価項目

②　遵守すべき法令等を正しく理解するた
めの取組を行っている。

施設長の役割と責任については、職員ハンドブックに
職務分担として記載されており、職員にもミーティング
を通して周知しています。
遵守すべき法令等に関しては、新入職員には新任研
修等を行い、２年以内の職員には子どもの権利条約
研修の修了を推奨しています。また、保護者に対して
は、入所のしおりで基本方針として、児童福祉法や市
の学童クラブの設置及び運営に関する基準を定める
条例等、関係法令を順守した運営を伝えています。

（１）管理者の責任が明確にされている。

①　管理者は自らの役割と責任を職員に
対して表明し、理解を図っている。

（１）福祉人材の確保・育成計画、人事管理の体制が整備されている。

①　必要な福祉人材の確保・定着等に関
する具体的な計画が確立し、取組を実施
している。

②　総合的な人事管理が行われている。

評価項目

（２）管理者のリーダーシップが発揮されている。

①　学童クラブの質の向上に意欲をもち、
その取組に指導力を発揮している。

②　経営の改善や業務の実行性を高める
取組に指導力を発揮している。

施設長は職員とのコミュニケーションを大切にした運
営が行えるように心がけています。パート職員も多い
ため、ミーティングの際には、子どもの最善の利益を
念頭にして、子どもたちが安心・安全な生活を送り、
一人ひとりを大切にした運営ができるように働きかけ
ています。また、月ごとのテーマを決める際にも子ど
もを中心にして、どんな職員が望まれるのか、どのよ
うな対応が考えられるのかを話し合っています。
　また、安定した運営が行えるように適切な人員配置
を行っていますが、急な欠勤や一時的な人員不足に
は法人内の他の施設からの応援体制も取れるように
なっています。

人材の確保にはハローワークやはつらつシニアワー
ク等を活用しています。放課後指導員としての福祉
職を対象にした就職フェスティバルにも参加していま
すが、人材の確保は難しい現実もあります。
職員に対しては、人事考課制度や福利厚生規定が
定められています。職員の面接は年1回リーダーが
行うことで、要望等を把握するように取り組んでいま
す。

講　評

講　評



評 価

16 A

17 A

18 A

Ⅱ-3　経営の透明性の確保

評 価

19 A

20 B

評価項目 講　評

②  職員一人ひとりの教育・研修の機会が
確保されている。

（１）事業主体の経営の透明性を確保するための取り組みが行われている。

①  公正かつ透明性の高い適正な経営・
運営のための取組を行っている。

評価項目

（２）職員の就業状況に配慮がなされている。

①　職員の就業状況や意向を把握し、働
きやすい職場づくりに取組んでいる。

①　職員の教育・研修に関する基本方針
や計画を策定し実施している。

（３）職員の質の向上に向けた体制が確立されている。

パート職員が多いため、勤務については、シフトを含
めて施設長が把握し希望に応じて変更もしています。
仕事が長続きできるように、法人の理念を分かりや
すく伝えながら、やりがいを持てるように取り組んで
います。

法人の目指すべき職員像は、「法人の職員として、理
念を理解し一流の職業人となる」ことを目指した研修
が用意されています。常勤職員は新任1年目には、
基本研修では必読書2冊のレポートの提出を義務付
けられ、普通救命講習と業務効率化の研修を受け、2
年以内に子どもの権利条約や全人教育研修等があ
ります。その後は選択研修が受けられるように研修
計画が立てられています。パート職員にはリーダー
や研修を受けた職員が施設内研修として共有する機
会を設けています。

②　運営の透明性を確保するための情報
公開を行っている。

保護者には、入所のしおりや電子お便り帳を使って
運営の様子を知らせており、情報は毎日更新してい
ます。また、学校内施設の利点を活かして、学校とは
副校長を窓口にして、情報交換を行っています。
施設の情報は市のホームページに公開されていま
す。現在は施設のパンフレットやチラシなどはありま
せんが、今後地域住民に向けて、チラシや活動報告
等を作成して、お知らせをしていくような働きかけが
必要と思われます。

講　評



Ⅱ-4　地域との交流、地域貢献

評 価

21 B

22 C

23 B

24 B

25 B

当施設は学校内にあり、住宅街に囲まれているた
め、地域との関係作りはなかなか進んでいません。
今後、子どもたちと地域の安全マップを作成しなが
ら、職員も地域の様々な情報を把握する等、長期休
暇時や学校休業日、登下校の際の児童の安全がよ
り守られるようになることが望まれます。

（１）地域との関係が適切に確保されている。

①　学童クラブと地域との交流を広げるた
めの取組を行っている。

②　ボランティア等の受入れに対する基本
姿勢を明確にし、体制を確立している。

当施設は学校内にあり、住宅街に囲まれているた
め、地域と連携がとりにくい状況になっています。団
地の自治会やPTA等に施設の活動を知ってもらうよ
うな工夫が必要と思われます。
現在、ボランティアは受け入れていません。

評価項目

法人の子育て事業部の方針として、地域の子育て世
代に対して、専門性を活かした支援を積極的に行う、
柔軟な対応を行う、関係機関との連携及び協働を行
うことが明記されています。一時保育やもみの木クラ
ブとして、コロナ禍での週1回のオンラインでの離乳食
や保健講座等が行われています。
当施設は、日中保護者が家庭にいない子どもにとっ
て安心できる居場所として大切な社会資源の一つと
して求められており、それを心得た上で運営を行うよ
うにしています。今後は地域への施設の活動をでき
るところから始めて行くことを期待します。

（２）関係機関との連携が確保されている。

①　学童クラブとして必要な社会資源を明
確にし、関係機関等との連携を図ってい
る。

（３）地域の福祉向上のための取組が行われている。

①　地域の福祉ニーズ等を把握するため
の取組を行っている。

②　地域の福祉ニーズにもとづく公益的な
事業・活動を行っている。

講　評



Ⅲ-1　利用者本位の福祉サービス

評 価

26 A

27 A

28 A

29 A

30 A

　　Ⅲ　適切な福祉サービスの実施

評価項目

法人の理念である「子どもひとりひとりを大切に、そ
の最善の利益と望ましい未来を第一に考えて保育を
行うこと、子育て支援のパートナーとして保護者と連
携し協力しながら、専門家として日々研鑽に努め、子
育てに関する有用な情報を提供する」を実践し、子ど
も一人ひとりを大切にしたサービスが提供できるよう
にしています。
法人で規定されている個人情報保護方針に基づいて
マニュアルを整備し、パソコンのパスワード設定や、
個人情報に関する書類の鍵付き書庫への保管など
管理を行っています。プライバシー保護についても人
権擁護のためのセルフチェックを行うなど、意識して
日々の支援を行っています。

（１）子どもや保護者等を尊重する姿勢が明示されている。

市のホームページに概要が掲載され、毎年３月に新
入所予定者への説明会を開催しています。説明会で
は、入所のしおりを配布して、学童クラブの生活に必
要なことを丁寧に説明しています。
また、電子おたより帳に掲載する写真等については、
画像使用承諾書に同意をもらっています。
変更があった場合には、速やかに電子お便り帳でお
知らせしています。

保護者とは電子お便り帳を通じて様々な連絡や個別
の連絡・相談等ができるようにしています。今年度は
第三者評価を行い、子どもや保護者の意見や要望を
聞く機会としました。

（２）福祉サービスの提供に関する説明と同意（自己決定）が適切に行われている。

①　利用希望者に対して必要な情報を提
供している。

①　子どもや保護者等を尊重した福祉
サービス提供について共通の理解を持つ
ための取組を行っている。

②　子どもや保護者等のプライバシー保
護に配慮した福祉サービス提供を行って
いる。

①　子どもや保護者等の満足の向上を目
的とする仕組みを整備し、取組を行ってい
る。

講　評

②　学童クラブの利用開始・変更にあたり
子どもや保護者等にわかりやすく説明して
いる。

（３）子どもや保護者等の満足の向上に努めている。



評 価

31 A

32 A

33 A

34 A

35 A

36 A

評価項目 講　評

③　子どもや保護者等からの相談や意見
に対して、組織的かつ迅速に対応してい
る。

（５）安心・安全な福祉サービスの提供のための組織的な取組が行われている。

①　安心・安全な福祉サービスの提供を目
的とするリスクマネジメント体制を構築して
いる。

苦情解決体制は整備されており、保護者にも入所の
しおりで知らせています。苦情解決責任者、苦情解
決受付担当者、第三者委員の設置も行っています。
電子お便り帳を使うことで、保護者の意見や要望が
いつでも伝えられるように環境を整え、お迎えの際に
も個別に対応できるようにしています。今年度は第三
者評価を行うことで、子どもや保護者からの意見を聞
く機会としています。
指導目標として、自分の意見が言えるように指導・援
助することがあげられており、今回のアンケートにも
子どもからの率直な意見が寄せられています。

①　苦情解決の仕組みが確立しており、
周知・機能している。

②　子どもや保護者等が相談や意見を述
べやすい環境を整備し、周知している。

②　感染症の予防や発生時における子ど
もの安全確保のための体制を整備し、取
組を行っている。

③　事故・災害時における子どもの安全確
保のための取組を組織的に行っている。

法人規定の各種マニュアルや記録、チェックリストに
基づいて安全確保に努めています。対応については
事務室内に掲示して、職員誰もがすぐに確認できる
ようにしています。
感染症等への対応については、「感染症マニュアル」
を整備し、感染予防に取り組むとともに、実際に発生
した際の対応を想定して行動できるようにしていま
す。新型コロナウイルス感染予防のためには各部屋
の換気を徹底して行い、子どもが入室する際は検
温、こまめな手洗いができるように指導を徹底してい
ます。他の感染症対策についても、職員全員が対応
できるように施設内研修を行っています。
避難訓練は毎月実施され、子どもと一緒に非常時の
安全確保等を確認しており、非常災害時の避難場
所、連絡先や各種伝達事項及び待機場所は施設の
入り口に掲示しています。緊急時の保護者への連絡
は電子お便り帳を使うことになっていますが、状況に
よっては電波が届きにくいことも考えられます。万が
一を考慮した対策も必要と思われます。

（４）子どもや保護者等が意見等を述べやすい体制が確保されている。



Ⅲ-2　福祉サービスの質の確保

評 価

37 A

38 B

39 A

40 B

41 A

42 A

（１）提供する育成支援の標準的な実施方法が確立されている。

①　育成支援について標準的な実施方法
を文書化している。

②　標準的な実施方法について見直しを
する仕組みが確立している。

（２）子どもに対する育成支援の計画が策定されている。

①　育成支援の計画を適切に策定してい
る。

学童クラブに在籍する子どもが安心して過ごせる生
活の場としてふさわしい環境を整え、子どもの発達段
階に応じた主体的な遊びや生活が可能になるよう
に、基本的な考え方を示して、年間育成目標を作成
しています。
毎日のミーティングを通して必要な支援の在り方や子
どもたちにとっての最善の利益を考えながら、その
場・その時に合った支援が出来るよう適宜見直しを
行っていますが、見直しの仕組みや計画実施後の評
価は行われていないようです。今後、PDCAに沿った
育成支援が行われることが期待されます。

評価項目

②　子どもや保護者等に関する記録の管
理体制が確立している。

子どもの様子をよく見ながら情緒の安定、基本的生
活習慣や社会生活において必要なことを念頭に置い
て支援に当たっています。職員ミーティングでは、
日々の運営や子どもの様子について情報を共有して
います。保護者や学校からの情報、職員の気づきに
ついてはその都度ミーティング記録や業務日誌に記
入しています。
記録については個人情報保護方針に基づき、個人情
報に関する記録類は鍵のかかるキャビネットに保管
しています。また、パソコンにはパスワードを設定して
管理を行っています。

②　定期的に育成支援の計画の評価・見
直しを行っている。

（３）育成支援実施の記録が適切に行われている。

①　子どもに関する育成支援の記録が適
切に行われ、職員間で共有している。

当施設の入所児童は３年生までの４３名となってお
り、固有の支援が必要な子どもも4名となっています。
育成支援の年間計画は子ども一人ひとりを大切にし
ながら、異年齢集団の良さを活かせるように策定して
います。育成目標は、健康・人間関係・言葉・表現・環
境の5項目が設定されており、1年生から6年生の学
年ごとの配慮事項も記載されています。毎月の行事
や4月～6月、7，8月、9月～12月、1月～3月の各期毎
に子ども行事やプロジェクト活動に対する職員の視
点も細かく記載されていますが、評価や見直しがどの
ように行われているのかは確認できませんでした。例
えば、各期、年度末といった時期に評価の見直しが
望まれます。

講　評



　　Ⅳ　学童クラブの活動に関する事項

Ⅳ-1　育成支援

評 価

43 A

44 A

45 A

46 A

47 A

48 B

（１）子どもが安心して過ごせる生活の場としてふさわしい環境の整備

評価項目

「居心地の良い生活の場」を意識して環境を整えてい
ます。子どもたちが毎日を安心して楽しく過ごせるよう
職員は子ども一人ひとりを受け入れ、子どもたちがリ
ビングやライブラリー（図書コーナー）、スタジオ、くつ
ろぎのスペースなど好きな場所で過ごすことができる
ようにしています。また、手づくりおやつのメニュー作
りや、やりたいことを選べる取り組み、宿題への援助
なども行い、自分たちの居場所として意識できるよう
にしています。
出欠席や変更事項等の連絡は、電子連絡帳を使っ
て、職員と家庭との双方向のやり取りを行っていま
す。子どもの様子も職員のコメント付きで掲載されてお
り、保護者からも喜ばれています。

ホワイトボードを設置し、1日の流れやその日のスケ
ジュールがいつでも確認できるように、イラストも使っ
て、どの子にも分かりやすいようにしています。また、
低学年が多いことを考慮し、子どものロッカー内の整
理整頓ができるようにしています。
工作の材料やゲーム類はクローゼットの中に整理し
て置かれており、やりたい子どもが自由に使うことが
出来ます。終わった後も自分で片付けることが出来る
ように促しています。
ルールブックと名付けられた注意書きがロッカーやく
つろぎスペースや図書、けん玉、、工作などのコー
ナーに貼ってあります。子どもが守らなければならな
いルールが貼ってありますが、文字のみで示されて
おり、内容も低学年が読んで理解できるようにはなっ
ていません。各スペースごとにいくつかのルールがあ
りますが、優先順位をつけ、写真やイラストを使うな
どの工夫が必要と思われます。

①　子どもが安心して過ごせる生活の場と
しての環境を整備している。

（２）学童クラブにおける育成支援

持ち物管理のための各自スペースや学習、休息など
の活動別のスペースを確保することで、環境の調整
を行っています。子どもの居場所となることを意識し、
子どもたちの自主性を尊重し、子どもたちにとって居
心地の良い生活の場への配慮を常に心がけていま
す。

②　日常生活に必要となる基本的な生活
習慣を習得できるように援助している。

③　子どもが発達段階に応じた主体的な
遊びや生活ができるように援助している。

講　評

（３）子ども一人ひとりと集団全体の生活を豊かにする育成支援

①　子ども自身が見通しをもって主体的に
過ごせるように援助している。

①　子どもが学童クラブに自ら進んで通い
続けられるように援助している。

②　子どもの出欠席を把握し、適切に援助
している。



評 価

49 A

50 A

51 A

52 B

53 A

54 A

55 A

56 A

評価項目 講　評

④　子ども同士の関係を豊かに作り出せ
るように援助している。

（５）適切なおやつや食事の提供

①　放課後の時間帯におやつを適切に提
供している。

④　子どもの国籍や文化、習慣等の違い
に関わらず、互いを認め合い理解を深め
るような取組を行っている。

（４）固有の援助を必要とする子どもへの適切な育成支援

③　児童虐待の早期発見に向けた取組や
適切な対応を行関係機関と連携して行っ
ている。

②　食に伴う事故（アレルギー、窒息、食
中毒等）を防止するための対応を行ってい
る。

②　障害のある子どもの育成支援に当
たっての留意点を踏まえ、育成支援を行っ
ている。

①　障害のある子どもの受入れの考え方
を理解したうえで、受け入れに努めてい
る。

⑤　子どもが自分の気持ちや意見を表現
することができるように援助している。

現在の入所児童は1年生～3年生までの43人で1，2
年生が多くを占めているため、幼児期の発達的特徴
が見られる時期となります。職員は身近にいて、子ど
もたちにとって安心して頼ることができるよう、見守り
ながら育成支援を行っています。子どもたち同士ので
楽しい時間の共有はもちろんですが、それ以外のネ
ガティブな気持ちになったときや気持ちが落ち着かな
いときなども、なるべく子どもたちが自分の言葉で表
現できるよう待ったり、先回りして子どもの言葉を遮る
ことのないよう心がけています。また、3年生には、少
しづつリーダーとしての役割が持て、自覚が芽生える
ように援助しています。

指導目標に「支援学級の子どもが他の子どもと共に
穏やかに過ごせる環境づくりに努める」となっていま
す。法人の理念としても、子どもの自主性や一人ひと
りに寄り添うことを大切にしているため、合理的配慮
が行われており、トラブルになる場面はとても少ない
ようです。一方、現在は育成計画の作成までには
至っていません。支援計画を立案することで、対象児
のその時点での状況の把握や学童クラブでの過ごし
方の見通し等が立ち、生活のなかでの支援の手立て
が見えやすくなります。今後、支援計画の作成につい
ての検討が望まれます。

児童虐待については、職員自身が発見しやすい立場
であることを常に意識しています。また職員個人では
なく、全職員で取り組むといった共通認識を持ち、法
人のマニュアルも作成され、関係機関との連携を取り
ながら対応しています。
育成目標の中に他国の文化・生活に興味を持ち、異
なる文化・習慣で育った子ども達と生活できるように
することが取り上げられており、多様性への取り組み
も日常的に行われています。

学年により下校の時間が異なることや、子どもの食
べたい気持ちを尊重して、おやつの時間は特に定め
ずに、食べたい時に食べられるようにしています。週
２回手づくりおやつの提供をしており、内容や子ども
の様子はアプリで自由に見ることが出来ます。どんな
手作りおやつが食べたいかをリクエストすることもで
き、子どもや保護者にもとても好評で、職員にとって
もやりがいのある取り組みとなっています。アレル
ギーのある子どもたちへの対応やおやつ提供の際の
衛生管理についても職員全体で共有しています。



評 価

57 A

58 A

Ⅳ-2　保護者・学校との連携

評 価

59 B

60 B

Ⅳ-3　子どもの権利擁護

評 価

61 A

（１）保護者との連携

①　保護者との協力関係を築いている。

保護者とは電子お便り帳を通じて様々な連絡や子ど
もの様子を配信しています。お迎え時には子どもの
様子を伝えたり、必要があれば、面談も行う等、関係
を築く努力がなされています。現在は利用児童が3年
生までのため、中高学年になっても利用してもらえる
よう理解を深めてもらえる工夫が期待されます。

（６）安全と衛生の確保

①　子どもの安全を確保する取組を行って
いる。

評価項目 講　評

（１）子どもの権利擁護

①　子どもの権利擁護に関する取組が徹
底されている。

児童の人権に十分配慮した取り組みを行っています
が、今後は令和5年4月に施行される「こども基本法
（子どもの権利を保障する法律）」の読み合わせを行
なったり、障害者の権利に関する条約や世界人権宣
言などもミーティング等で取り上げて、スタッフ全員で
共有していくことが期待されます。

講　評

（２）学校との連携

①　子どもの生活の連続性を保障するた
め学校との連携を図っている。

当施設は学校内にあるため、日常的に連携の取りや
すい状況にあります。副校長を窓口として、子どもの
状況をやり取りしたり、入学式後は1年生の担任が送
り届けてくれるなど、担任とも良好な関係を作ってい
ますが、基本的な考え方（年間計画）に学校との連携
についても具体的な取り組み内容を入れることが望
まれます。

評価項目

②　衛生管理に関する取組を適切に行っ
ている。

評価項目 講　評

毎月テーマを変えて災害や防犯等の訓練や、年1回
消防署の指導の下に避難訓練・通報訓練・消火訓
練・地震に備えた総合訓練を行っています。また、帰
宅時には校門まで見送りも行っていますが、子ども達
がどのようなルートで帰宅するのかを交通ルールの
確認を含めて、例えば近くの信号まで見送ることも地
域の子どもの安全への取り組みとなります。
また、日常的に施設内の安全チェックや環境の整備
も行われており、おやつ提供の際や室内の衛生管理
についても重点的に取り組まれています。



◇更なる改善が望まれる点

◇特に良いと思われる点

●手作りおやつを週2回実施し子どもの楽しみや職員のやりがいにもつながっています
　学年により下校の時間が異なることや、子どもの食べたい気持ちを尊重して、おやつの時間は特に定めず
に、食べたい時に食べられるようにしています。週２回手づくりおやつの提供をしており、内容や子どもの
様子はアプリで自由に見ることが出来ます。どんな手作りおやつが食べたいかをリクエストすることもで
き、子どもや保護者にもとても好評で、職員にとってもやりがいのある取り組みとなっています。

●事務作業や保護者とのやり取りのICT化を目指しています
　保護者との連絡は電子おたより帳を使うことで、保護者からの連絡や学童クラブの日々の子どもの様子や
お知らせを双方向で行っています。日々の運営の様子は毎日更新されているため、保護者からも大変喜ばれ
ています。職務上すべてをICT化するのではなく、紙媒体として必要なコンテンツもありますが、事務作業の
時間短縮も行われ、職員の負担軽減にも役立っています。

●地域に当施設の活動を知らせたり、職員も地域の情報を把握できることが望まれます
　当施設は学校内にあり、住宅街に囲まれているため地域と繋がりにくい状況になっており、団地の自治会
やPTA等に施設の活動を知ってもらうような工夫が必要と思われます。現在帰宅時には校門まで見送りも行っ
ていますが、子ども達がどのようなルートで帰宅するのかを交通ルールの確認も含めて、例えば近くの信号
まで見送ったり、地域の安全マップを作成しながら職員も地域の様々な情報を把握することで、長期休暇時
や学校休業日、登下校の際の児童の安全がより守られるようにすることが望まれます。

●中高学年にも魅力をある活動を進めていくことが期待されます。
　当施設の定員は6年生までで70名ですが、現在の利用児童は3年生までの43人となっています。少子化の影
響もあるかと思いますが、子どもたちが4年生以上になっても行きたいと思えるような工夫が必要と思われま
す。低学年とは発達も友人関係も異なる中高学年にとって、魅力ある活動をスタジオやライブラリーを使っ
たり、在所していた子どもたち等に向けて施設開放してみることも一案です。また、今回の保護者アンケー
トにも3年生までしか利用できないと思っているとの意見もありました。保護者への説明も含めて、今後の活
動が期待されます。

総　　　評


